
令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

道府県・政令市名【 山口県 】 

学校名【 下関市立生野小学校 】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学年･人数） ・全校児童 ３０８名 

・保護者 １５名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（１・２年…学級活動、３～６年…総合的な学習の時間） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 
・ 東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたオリ

ンピック・パラリンピック教育を推進し、運動・スポーツへの関心を高める

ことで、子供の運動習慣の定着・改善を図る。 

・ 著名なスポーツ選手によるデモンストレーションや講演から、自らの生

き方について考えるとともに、運動や体力向上についての意欲を高める。 

５ 取組内容 ○ 運動教室の実施 

講師 

右代 啓祐 氏 

 （陸上十種競技） 

 

①デモンストレーション 

・ 運動場、全校児童参加 

・ 高跳び、ハードル走、ジ

ャベリックボール投げ 

・ ６年代表児童の体験実

施 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

②講義「夢に向かって生きる」 

・体育館、３～６年生参加 

※開閉会行事あり 

６ 主な成果 

  一流アスリートによるデモンストレーションを目の前で観戦することで、

そのパフォーマンスの高さに驚きと感動を覚え、スポーツへの興味・関心を高

めるとともに、一流選手への憧れの思いを抱く子も多くいた。 

また、夢に向かって努力を積み重ねることや、周囲の支えてくれる人たちへ

感謝の思いをもつことの大切さを、自身の体験にもとづいて話をしていただ

き、「夢に向かって生きる」こととはどういうことなのかを考えさせられた。 

 以上のように、スポーツへの関心を高めること、自らの生き方について考

えることができたことが、大きな成果と言える。 

７ 実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

 短時間の実施ではあったが、それぞれの学年の発達段階に応じた学びを保

保障するため、デモンストレーションと講義、二つの活動を設定した。ま

た、６年生の代表児童に体験をさせることで、見るだけではなく実体験から

得られる思いも全校で共有できるようにした。 

８ 主な課題等 

講師との詳細な打ち合わせを行うことが難しく、当日、臨機応変に対応を

求められることがいくつかあった。 

今回、アスリートの招致などに本校以外の方にもお力添えをいただくこと

ができたので、大変助かった。このようなシステムが継続していくと、各校

での実施も可能となると思われる。 

９ 来年度以降の

実施予定 

 

オリンピック・パラリンピック競技の体験や、地元にゆかりのある選手に

よる運動教室等を総合的な学習のカリキュラムの中などに組み込んでいくこ

とで継続していきたい。 

 


